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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第３四半期連結
累計期間

第44期
第３四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 15,527,582 13,813,418 21,148,591

経常利益 （千円） 2,379,586 1,584,744 2,921,754

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,668,184 1,123,910 1,908,626

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,554,550 1,181,353 1,422,777

純資産額 （千円） 24,853,815 25,242,126 24,715,668

総資産額 （千円） 30,107,152 30,263,085 29,409,602

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 95.39 64.27 109.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.8 82.8 83.3

 

回次
第43期

第３四半期連結
会計期間

第44期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 37.39 15.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。 また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では引き続き個人消費が底堅く推移し安定した成長が続き

ました。欧州では英国EU離脱問題による経済への影響が一時的なものであったことから景気は回復基調となりまし

た。アジアでは中国での景気の減速基調が引き続きみられ、新興国での経済成長は鈍化した状況が続きましたが、

総じて先進国を中心に緩やかな回復傾向となりました。しかしながら、米国新政権の経済・貿易政策に対する今後

の影響については不透明な状況にあります。

　このような状況のもと、当社グループは引き続き新規事業分野での業容を拡大、新商品の開発、世界規模での新

規顧客の開拓を継続して行なっていくとともに、昨年12月には生産性の向上と業務の合理化を図るため、新本社工

場を竣工し、新たな一歩を踏み出しました。しかしながら、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は上半

期に受けた円高の影響により13,813,418千円（前年同四半期比11.0％減）となりました。利益面においては連結売

上高の減少と新本社工場移転関連費用を計上したことにより営業利益は1,664,898千円（前年同四半期比33.2％

減）となりました。経常利益については1,584,744千円（前年同四半期比33.4％減）となり、その結果、親会社株

主に帰属する四半期純利益は1,123,910千円（前年同四半期比32.6％減）と減収・減益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（日本）

取出ロボット及び特注機の売上が減少したため、売上高は10,781,935千円（前年同四半期比2.1％減）とな

り、セグメント利益は1,029,164千円（前年同四半期比6.1％減）となりました。

　（米国）

円高により売上高は2,395,794千円（前年同四半期比9.9％減）となり、セグメント利益は235,281千円（前

年同四半期比25.5％減）となりました。

　（アジア）

中国の子会社が伸び悩んだため、売上高は3,366,454千円（前年同四半期比20.3％減）となり、セグメント

利益は277,753千円（前年同四半期比59.9％減）となりました。

　（欧州）

特注機の売上が減少したため、売上高は290,072千円（前年同四半期比77.8％減）となり、セグメント損失

は13,353千円（前年同四半期はセグメント利益301,539千円）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ995,817千円増加し16,952,789千円となりました。これは受取手形及び売

掛金が588,889千円増加したことなどによるものです。固定資産は前連結会計年度末に比べ142,333千円減少し

13,310,296千円となりました。これは日本で新本社建設に伴い建設仮勘定が4,583,574千円減少しましたが、建

物及び構築物が4,166,953千円増加したことなどによります。その結果資産合計は前連結会計年度末に比べて

853,483千円増加の30,263,085千円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ344,041千円増加して4,736,735千円となりました。これは電子記録債務が

526,978千円増加したことなどによります。固定負債については大きな変動はなく、負債合計は前連結会計年度

末に比べ327,026千円増加して5,020,959千円となりました。

　純資産は、前期決算及び第２四半期決算の剰余金の配当があるものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の

計上などにより利益剰余金が514,718千円増加したことなどから前連結会計年度末に比べ526,457千円増加の

25,242,126千円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(4）研究開発費活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は451,570千円であります。

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 主要な設備

　第43期連結会計年度末に計画中であった、本社システムは平成28年11月に完成し、新本社工場は平成28年12月

に完成しました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 17,819,033 17,819,033
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

100株

計 17,819,033 17,819,033 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 17,819,033 － 1,985,666 － 2,023,903

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 331,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,395,800 173,946 －

単元未満株式 普通株式 91,833 － －

発行済株式総数  17,819,033 － －

総株主の議決権 － 173,946 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式1,200株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個は含ま

れておりません。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機

京都市伏見区久我

本町11番地の260

（注）２

331,400 － 331,400 1.86

計 － 331,400 － 331,400 1.86

　（注）１．当第３四半期連結会計期間末の自己株式数は331,436株であります。

　　　　２．当社は、平成28年12月12日付で本店所在地を京都市南区久世殿城町555番地に移転しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,341,166 4,594,058

受取手形及び売掛金 6,026,195 ※ 6,615,084

商品及び製品 762,329 903,614

仕掛品 625,413 1,010,737

原材料及び貯蔵品 2,286,051 2,274,597

未収消費税等 102,232 476,064

繰延税金資産 625,342 582,198

その他 218,723 520,183

貸倒引当金 △30,483 △23,749

流動資産合計 15,956,972 16,952,789

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,855,686 6,022,639

土地 5,779,928 5,777,059

建設仮勘定 4,587,525 3,951

その他（純額） 213,848 402,165

有形固定資産合計 12,436,989 12,205,816

無形固定資産 369,502 405,222

投資その他の資産   

投資有価証券 185,438 234,292

退職給付に係る資産 266,874 267,496

その他 193,840 197,529

貸倒引当金 △14 △61

投資その他の資産合計 646,137 699,258

固定資産合計 13,452,630 13,310,296

資産合計 29,409,602 30,263,085
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,516,260 ※ 1,565,140

電子記録債務 652,843 1,179,821

未払金 776,774 678,533

未払法人税等 548,986 162,707

前受金 278,867 517,282

賞与引当金 236,000 132,806

役員賞与引当金 29,960 22,050

製品保証引当金 148,441 128,372

その他 204,559 350,021

流動負債合計 4,392,694 4,736,735

固定負債   

役員退職慰労引当金 66,780 66,780

退職給付に係る負債 44,043 46,650

繰延税金負債 123,350 107,941

その他 67,065 62,851

固定負債合計 301,239 284,223

負債合計 4,693,933 5,020,959

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,023,903 2,023,903

利益剰余金 20,502,208 21,016,927

自己株式 △352,731 △353,520

株主資本合計 24,159,047 24,672,976

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 33,920 67,810

為替換算調整勘定 266,643 264,413

退職給付に係る調整累計額 50,245 50,199

その他の包括利益累計額合計 350,808 382,423

非支配株主持分 205,812 186,725

純資産合計 24,715,668 25,242,126

負債純資産合計 29,409,602 30,263,085
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 15,527,582 13,813,418

売上原価 8,964,585 8,130,020

売上総利益 6,562,997 5,683,398

販売費及び一般管理費 4,068,843 4,018,499

営業利益 2,494,154 1,664,898

営業外収益   

受取利息 10,308 4,761

受取配当金 4,722 4,683

仕入割引 11,216 9,800

保険返戻金 3,582 －

補助金収入 12,208 11,672

その他 12,136 12,289

営業外収益合計 54,175 43,206

営業外費用   

売上割引 617 857

為替差損 167,910 116,673

その他 214 5,829

営業外費用合計 168,742 123,361

経常利益 2,379,586 1,584,744

特別利益   

固定資産売却益 121 905

投資有価証券売却益 1,104 －

特別利益合計 1,226 905

特別損失   

固定資産除売却損 833 48,909

特別損失合計 833 48,909

税金等調整前四半期純利益 2,379,980 1,536,739

法人税等 648,369 389,535

四半期純利益 1,731,610 1,147,204

非支配株主に帰属する四半期純利益 63,426 23,293

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,668,184 1,123,910
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 1,731,610 1,147,204

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △12,256 33,890

為替換算調整勘定 △161,467 304

退職給付に係る調整額 △3,335 △45

その他の包括利益合計 △177,060 34,149

四半期包括利益 1,554,550 1,181,353

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,510,040 1,155,525

非支配株主に係る四半期包括利益 44,509 25,828
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以

下「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に

関する会計処理の方法の一部を見直しております。

　回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適

用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の

額との差額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が20,367千円、利

益剰余金が20,367千円増加しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を行っております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形 －千円 84,914千円

支払手形 －千円 19,215千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 295,514千円 257,918千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 349,762 20 平成27年３月31日 平成27年６月９日 利益剰余金

平成27年11月５日

取締役会
普通株式 262,319 15 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月10日

取締役会
普通株式 367,244 21 平成28年３月31日 平成28年６月３日 利益剰余金

平成28年11月４日

取締役会
普通株式 262,314 15 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上高 7,597,719 2,647,127 3,976,678 1,306,057 15,527,582 - 15,527,582

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,416,953 11,636 249,024 2,670 3,680,285 △3,680,285 -

計 11,014,672 2,658,763 4,225,703 1,308,727 19,207,867 △3,680,285 15,527,582

セグメント利益 1,096,468 315,987 691,999 301,539 2,405,996 88,157 2,494,154

（注）１．セグメント利益の調整額88,157千円には、セグメント間取引消去59,586千円、棚卸資産の調整額

28,571千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上高 7,942,648 2,386,574 3,194,568 289,627 13,813,418 － 13,813,418

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,839,287 9,220 171,886 445 3,020,838 △3,020,838 －

計 10,781,935 2,395,794 3,366,454 290,072 16,834,257 △3,020,838 13,813,418

セグメント利益又は損

失（△）
1,029,164 235,281 277,753 △13,353 1,528,845 136,052 1,664,898

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額136,052千円には、セグメント間取引消去39,795千円、棚卸

資産の調整額96,257千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 95円39銭 64円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
1,668,184 1,123,910

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,668,184 1,123,910

普通株式の期中平均株式数（株） 17,488,006 17,487,700

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………262,314千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月１日

　（注）　平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

  
平成29年２月10日
────────

 

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

 

 

 有限責任監査法人　トーマツ

 
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 山　田 美　樹　 印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙　﨑 充　弘  印  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシ

ン精機の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から

平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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